
令和６年度 浜松日本語学院 自己点検・評価 報告書 

 「 日 本 語 教 育 機 関 の告 示 基 準 」 （ 以 下 、告 示 基 準 という） 第 1 条 第 1 項 第 18 条 に

より、浜 松 日 本 語 学 院 では自 己 点 検 ・ 評 価 を行 い、その結 果 を報 告 する。 

 

1.評 価 対 象 期 間  

令 和 ６ 年 4 月 1 日 ～ 令 和 ７ 年 3 月 31 日  

 

2.評 価 基 準  

・ A： 「 達 成 されている」 あるいは「 適 合 している」 項 目 。 

・ B： 「 一 部 未 達 成 」 であるが、1 年 を目 途 に達 成 あるいは適 合 が確 実 な項 目 。 

・ C： 「 未 達 成 」 あるいは「 適 合 していない」 項 目 。 

 

3. 評 価 項 目 の達 成 及 び取 組 状 況  

(1 )理 念 ・ 教 育 目 標  

1.1 
教 育 理 念  

技 術 者 の育 成 を持 って地 域 社 会 に貢 献 する 
A 

1.2  

教 育 目 標  

専 門 教 育 （ 日 本 語 教 育 ） と社 会 人 教 育 （ 日 本 社 会 で活 躍 できる基 礎 ） を行

う。 

A 

1.3  
育 成 する人 材 像  

日 本 で活 躍 できる人 材 （ 高 度 外 国 人 材 ） に育 成 する。 
A 

1.4  理 念 、教 育 目 標 が社 会 の要 請 に合 致 していることを確 認 している。 A 

1.5  
理 念 、教 育 目 標 及 び育 成 する 人 材 像 が、教 職 員 及 び学 生 に周 知 さ れてい

る。 
A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

教育目標に向かって教職員一同学生指導を行っている。常に立ち戻れるように、職員会議や講師会で方針や目

標を伝え、確認している。 

 

(2 )学 校 運 営  

2.1 日 本 語 教 育 機 関 の告 示 基 準 に適 合 している。 A 

2.2  
短 期 及 び中 長 期 の運 営 方 針 と経 営 目 標 が明 確 化 され、教 職 員 に周 知 され

ている。 
A 

2.3  管 理 運 営 の諸 規 定 が整 備 され、規 定 に基 づいた運 営 が行 われている。 A 

2.4  意 思 決 定 が組 織 的 に行 われ、かつ、効 率 的 に機 能 している。 A 

2.5  予 算 編 成 が適 切 に行 われ、かつ、共 有 化 する仕 組 みがある。 A 



2.6  外 部 からの情 報 収 集 が効 率 的 に行 われ、かつ、共 有 する仕 組 みがある。 A 

2.7  
学 生 、入 学 志 願 者 及 び経 費 支 弁 者 に対 して、理 解 できる 言 語 で 情 報 提 供

を行 っている。 
A 

2.8  
授 業 や運 営 に関 する学 生 からの相 談 、苦 情 等 の担 当 者 が特 定 され、適 切 に

対 処 している。 
A 

2.9  
業 務 の見 直 しや効 率 的 な運 営 の検 討 が定 期 的 かつ、組 織 的 に行 わ れてい

る。 
A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 告示基準の内容についての勉強会を実施している。また、運営方針や経営目標を教職員に周知している。外部

団体からの情報なども共有し、学校運営に役立てている。業務の効率化を掲げ、努めている。 

 

(3 )教 育 活 動 の計 画  

3.1 理 念 ・ 教 育 目 標 に合 致 したコースを設 定 している。 A 

3.2  教 育 目 標 達 成 に向 けたカリキュラムを体 系 的 に編 成 している。 A 

3.3  
国 内 、又 は国 際 的 に認 知 されている熟 達 度 の枠 組 みを参 考 にしてレベル設

定 をしている 
A 

3.4  教 育 目 標 に合 致 した教 材 を選 定 している。 A 

3.5  
補 助 教 材 、生 教 材 を使 用 する場 合 出 典 を明 らかにするとともに、著 作 権 法 に

留 意 している。 
A 

3.6  教 育 内 容 及 び教 育 方 法 について教 員 間 で共 通 理 解 が得 られている。 A 

3.7  教 員 の能 力 、経 験 等 を勘 案 し、適 切 な教 員 配 置 をしている。 A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 理 念 ・ 教 育 目 標 に合 うコース、カリキュラムに基 づき授 業 を行 っている。著 作 権 法 、教 育 内 容 、教

育 方 法 については、講 師 会 を行 い共 通 理 解 をしている。また、法 人 規 程 および目 標 管 理 人 事 査

定 表 （ 実 施 計 画 シート、チャレンジシート） により教 員 の能 力 経 験 を考 慮 し適 切 な配 置 をしている。 

 

(4 )教 育 活 動 の実 施  

4.1 
授 業 開 始 まで に学 生 の日 本 語 能 力 を試 験 等 により判 定 し、適 切 なクラス編

成 を行 っている。 
A 

4.2  
教 員 に対 して、担 当 する クラス の学 生 の学 習 目 的 、編 成 試 験 の結 果 、学 習

歴 その他 指 導 に必 要 な情 報 を伝 達 している。 
A 

4.3  開 示 されたシラバスによって授 業 を行 っている。 B 

4.4  授 業 記 録 簿 及 び出 席 簿 を備 え、正 確 に記 録 している。 A 

4.5  理 解 度 ・ 到 達 度 の確 認 を実 施 期 間 中 に適 切 に行 っている。 A 

4.6  学 生 の自 己 評 価 を把 握 している。 B 



4.7  
個 別 学 習 指 導 等 の学 習 支 援 担 当 者 が特 定 され、適 切 な指 導 ・ 支 援 を行 っ

ている。 
A 

4.8  
特 定 の支 援 を必 要 とする学 習 者 に対 して、その分 野 の専 門 家 の助 言 を受 け

ている。 
A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 プレースメントテストや定 期 試 験 等 により、適 正 なクラス編 成 および理 解 度 ・ 到 達 度 の確 認 を行 っ

ている。また、授 業 記 録 、出 席 ・ 成 績 、指 導 記 録 についてシステムへ記 録 している。また、年 に２ 回

学 生 への授 業 アンケートを行 っているが、今 後 日 々の授 業 等 の自 己 評 価 を行 っていく。シラバスは

今 後 適 切 な形 で開 示 をしていく。 

 

(5 )成 績 判 定 と授 業 評 価  

5.1 
判 定 基 準 及 び判 定 方 法 が 明 確 に定 め られ、適 切 に行 わ れてい る。また、判

定 基 準 と方 法 を開 示 している。 
A 

5.2  成 績 判 定 結 果 を的 確 に学 生 に伝 えている。 A 

5.3  判 定 基 準 及 び判 定 方 法 の妥 当 性 を定 期 的 に検 証 している。 A 

5.4  授 業 評 価 を定 期 的 に実 施 している。 A 

5.5  評 価 体 制 、評 価 方 法 及 び評 価 基 準 が適 切 である。 A 

5.6  学 生 による授 業 評 価 を定 期 的 に実 施 している。 A 

5.7  
授 業 評 価 の結 果 が教 育 内 容 や方 法 の改 善 、教 員 の教 育 能 力 向 上 等 の取

組 みに反 映 されている。 
A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 成 績 判 定 におい ては、各 学 期 の試 験 結 果 を総 合 し、職 員 会 議 および進 級 判 定 会 議 において

定 められた基 準 によって適 切 に行 われている。またそれらを学 生 に成 績 表 及 び掲 示 等 において伝

えている。また、授 業 アンケートを実 施 し、その内 容 について運 営 会 議 、職 員 会 議 、講 師 会 、各 講

師 のフィードバックによって適 切 に運 営 し、教 育 内 容 や方 法 の改 善 、教 員 の教 育 能 力 向 上 の取 り

組 みに反 映 しているが、さらにアンケート内 容 の充 実 をしていきたい。 

 

(6 )教 育 活 動 を担 う教 職 員  

6.1 
校 長 、主 任 教 員 、専 任 教 員 及 び非 常 勤 教 員 の職 務 内 容 及 び責 任 と権 限 を

明 確 に定 めている。 
A 

6.2  教 育 目 標 達 成 に必 要 な教 員 の知 識 、能 力 及 び資 質 を明 示 している。 A 

6.3  教 員 及 び職 員 の採 用 方 法 及 び雇 用 条 件 を明 文 化 している。 A 

6.4  
教 員 及 び職 員 の研 修 等 により教 育 の質 及 び支 援 力 強 化 のため の取 組 みを

している。 
A 

6.5  
教 育 機 関 としての信 頼 を高 めるため、倫 理 観 、振 る舞 い、ハラスメント防 止 等

に関 する研 修 を行 っている。 
A 



6.6  教 員 及 び職 員 の評 価 を適 切 に行 っている。 A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 学 校 法 人 静 岡 理 工 科 大 学 の就 業 および人 事 評 価 、服 務 、ハラスメント等 の諸 規 程 等 にもとづき、

必 要 な人 選 および配 置 を行 っている。また、定 期 的 な研 修 会 を実 施 し、年 2 回 の法 人 全 体 研 修 、

年 4 回 の講 師 会 、月 1 回 の職 員 会 議 等 で周 知 、指 導 を行 っている。 

校 長 、主 任 教 員 、専 任 教 員 及 び非 常 勤 教 員 の職 務 内 容 及 び責 任 と権 限 については、学 則 、

学 校 法 人 静 岡 理 工 科 大 学 の服 務 規 程 、非 常 勤 職 員 就 業 規 則 、分 掌 表 にて明 確 に定 めている。 

教 育 目 標 達 成 に必 要 な教 員 の知 識 、能 力 及 び資 質 についても学 校 法 人 静 岡 理 工 科 大 学 の

人 事 評 価 規 程 にもとづいた実 施 計 画 シートおよびチャレンジシートによって実 施 している。教 員 及

び職 員 の採 用 方 法 及 び雇 用 条 件 についても諸 規 定 および契 約 書 で明 文 化 されている。 

 

(7 )教 育 成 果  

7.1 入 学 から修 了 ・ 卒 業 までの学 習 成 績 を記 録 、保 管 し、適 正 に管 理 している。 A 

7.2  修 了 ・ 卒 業 の判 定 に適 切 に行 っている A 

7.3  日 本 留 学 試 験 、日 本 語 能 力 試 験 等 の外 部 試 験 の結 果 を把 握 している。 A 

7.4  卒 業 または修 了 の進 路 を把 握 している。 A 

7.5  
卒 業 生 及 び 修 了 生 の 状 況 を把 握 する ため の取 組 みを 行 い 、進 学 先 、就 職

等 での状 況 や社 会 的 評 価 を把 握 している。 
B 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 専 用 システムにおいて、入 学 から修 了 ・ 卒 業 までの学 習 成 績 を記 録 、保 管 し、適 正 に管 理 して

いる。修 了 ・ 卒 業 判 定 は査 定 会 議 によって適 切 に行 っている。外 部 試 験 の結 果 は職 員 会 議 、学

内 Web システムにより把 握 管 理 している。卒 業 および修 了 時 の進 路 を把 握 するとともに、卒 業 後 の

状 況 は今 後 より長 期 的 に調 査 ・ 把 握 を行 っていきたい。 

 

(8 )学 生 支 援  

8.1 学 生 支 援 計 画 を策 定 し、支 援 態 勢 整 備 している。 A 

8.2  

生 活 指 導 責 任 者 が特 定 さ れ、その職 務 内 容 及 び責 任 と権 限 を明 確 に定 め

ている。担 当 者 が複 数 名 の場 合 は、責 任 者 が特 定 され、それぞれの責 任 と権

限 を明 確 にしている。また、これらの者 を学 生 及 び教 職 員 に周 知 している。 

A 

8.3  日 本 社 会 を理 解 し、適 応 するための取 組 みを行 っている。 A 

8.4  
留 学 生 活 に関 するオリエ ンテーションを入 学 直 後 に実 施 し、また、在 籍 者 全

員 を対 象 に定 期 的 に実 施 している。 
A 

8.5  住 居 支 援 を行 っている。 A 

8.6  アルバイトに関 する指 導 及 び支 援 を行 っている。 A 

8.7  健 康 、衛 生 面 について指 導 する態 勢 を整 えている。 A 

8.8  対 象 となる 学 生 全 員 が国 民 健 康 保 険 に加 入 し、併 せて留 学 生 保 険 に加 入 A 



している。 

8.9 
重 篤 な疾 病 や傷 害 のあった場 合 の対 応 、及 び感 染 症 発 生 時 の措 置 を定 め

ている。 
A 

8.10 交 通 事 故 等 の相 談 態 勢 を整 備 している。 A 

8.11 危 機 管 理 体 制 を整 備 している。 A 

8.12 
火 災 、地 震 、台 風 等 の災 害 発 生 時 の避 難 方 法 、避 難 経 路 、避 難 場 所 等 を

定 め、避 難 訓 練 を定 期 的 に実 施 している。 
A 

8.13 気 象 警 報 発 令 時 の措 置 を定 め、教 職 員 及 び学 生 に周 知 している。 A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 入 学 直 後 のオリエンテーションは各 国 の通 訳 を介 し丁 寧 に行 い、生 活 に関 わることや学 校 のルー

ル、国 のルールを授 業 に取 り入 れて一 人 一 人 が理 解 できるように行 っている。長 期 休 み前 に定 期

的 にオリエンテーションや生 活 指 導 を実 施 している。アルバイト指 導 については、ルールを守 ること、

オーバーワークにならないようにすること、貯 金 についてなどの指 導 など行 っている。 

 

(9 )進 路 に関 する支 援  

9.1 進 路 指 導 担 当 者 を特 定 している。 A 

9.2  学 生 の希 望 する進 路 を把 握 している。 A 

9.3  
進 学 、就 職 等 の進 路 に関 する最 新 の資 料 が備 えられ、学 生 が閲 覧 できる状

態 にある。 
A 

9.4  入 学 時 からの一 貫 した進 路 指 導 を行 っている。 A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 職 員 会 議 、講 師 会 において進 路 指 導 担 当 者 および進 路 指 導 方 針 の協 議 周 知 を行 っている。ま

た、入 学 時 から全 体 ・ 面 談 での個 人 への進 路 指 導 を行 っている。進 学 、就 職 等 の進 路 に関 する

最 新 の資 料 を職 員 室 前 に備 え、学 生 がいつでも閲 覧 できる環 境 にある。 

 

(10)入 国 ・ 在 留 に関 する指 導 及 び支 援  

10.1 
入 管 事 務 担 当 者 を特 定 し、その職 務 内 容 及 び責 任 と権 限 を明 確 に定 めて

いる。 
A 

10.2  
担 当 者 は、研 修 受 講 等 により最 新 かつ適 切 な情 報 取 得 を継 続 的 に行 ってい

る。 
A 

10.3  入 国 管 理 局 により認 められた申 請 取 次 者 を配 置 している。 A 

10.4  入 管 法 上 の留 意 点 について学 生 への伝 達 、指 導 等 を定 期 的 に行 っている。 A 

10.5  在 留 に関 する学 生 の最 新 情 報 を正 確 に把 握 している。 A 

10.6  在 留 上 、問 題 のある学 生 への個 別 指 導 を行 っている。 A 

10.7  不 法 残 留 者 、資 格 外 活 動 違 反 者 、犯 罪 関 与 者 等 を発 生 させないための取 A 



組 みを継 続 的 に行 っている。 

10.8 
過 去 3 年 間 、不 法 残 留 者 、資 格 外 活 動 違 反 者 及 び犯 罪 関 与 者 を発 生 させ

ていない。 
A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 入 管 事 務 担 当 者 は全 員 が申 請 等 取 次 者 としての資 格 を保 持 している。オリエンテーションで入

管 法 の留 意 点 を伝 達 ・ 指 導 している。在 留 に関 する学 生 の情 報 はシステム上 にデータベース化 さ

れており、教 職 員 全 員 が随 時 閲 覧 可 能 となっている。令 和 元 年 度 に資 格 外 活 動 違 反 者 が複 数

名 いたが、令 和 2 年 度 以 降 は 0 名 である。 

 

(11)教 育 環 境  

11.1 
教 室 内 は、十 分 な照 度 があり、換 気 がなされているとともに、語 学 教 育 を行 う

のに必 要 な遮 音 性 が確 保 されている。 
A 

11.2  授 業 時 間 外 に自 習 できる部 屋 を確 保 している。 A 

11.3  
教 育 内 容 及 び学 生 数 に応 じた図 書 やメディアが整 備 され、常 時 利 用 可 能 で

ある。 
A 

11.4  
視 聴 覚 教 材 や IT を利 用 した授 業 が可 能 な設 備 や教 育 用 機 器 を整 備 してい

る。 
A 

11.5  教 員 及 び職 員 の執 務 に必 要 なスペースを確 保 している。 A 

11.6  同 時 に授 業 を受 ける学 生 数 に応 じた数 のトイレを設 置 している。 A 

11.7  法 令 上 必 要 な設 備 等 を備 えている。 A 

11.8  廊 下 、階 段 等 は、緊 急 時 に危 険 のない形 状 である。 A 

11.9  バリアフリー対 策 を施 している。 A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 令 和 3 年 2 月 に竣 工 した新 築 校 舎 を使 用 している。竣 工 時 に入 管 庁 の実 地 調 査 を受 け、告 示

基 準 に適 合 するとされた。各 教 室 にはプロジェクターおよびパソコンが常 備 され、Wi-F i 接 続 環 境 も

整 っており、教 材 、専 門 書 の整 備 も行 っている。また、図 書 室 やラウンジ等 も設 置 され自 習 スペー

スも確 保 されている。 

 

 

 

 

(12)入 学 者 の募 集 と選 考  

12.1 
理 念 ・ 教 育 目 標 に沿 った学 生 の受 入 方 針 を定 め 、年 間 募 集 計 画 を策 定 し

ている。 
A 

12.2  
機 関 に所 属 する職 員 が入 学 志 願 者 に対 して情 報 提 供 や入 学 相 談 を行 って

いる。 
A 



12.3  
教 育 内 容 、教 育 成 果 を含 む最 新 、かつ、正 確 な学 校 情 報 、求 める学 生 像 、

及 び応 募 資 格 と条 件 が入 学 希 望 者 の理 解 できる言 語 で開 示 されている。 
A 

12.4  
海 外 の募 集 代 理 人 （ エージェント等 ） に最 新 、かつ、正 確 な情 報 提 供 を行 うと

ともに、その募 集 活 動 が的 確 に行 われていることを把 握 している。 
A 

12.5  
入 学 選 考 基 準 及 び方 法 が明 確 化 され、適 切 な体 制 で入 学 選 考 を行 ってい

る。 
A 

12.6  

学 生 情 報 を正 確 に把 握 し、提 出 された根 拠 資 料 等 により確 認 を行 っている。

不 法 残 留 者 を多 く発 生 さ せている国 からの志 願 者 については、学 校 関 係 者

（ 職 員 等 ） が面 接 などの調 査 を行 うよう努 めている。 

A 

12.7  

入 学 志 願 者 の学 習 能 力 、勉 学 意 欲 、日 本 語 能 力 等 を確 認 するとともに、受

け入 れるコースの教 育 内 容 が志 願 者 の学 習 ニーズと合 致 していることを確 認

している。 

A 

12.8  
入 学 検 定 料 、入 学 金 、授 業 料 、その他 納 付 金 の金 額 及 び納 付 時 期 、並 び

に学 費 以 外 に入 学 後 必 要 になる費 用 が明 示 されている。 
A 

12.9  関 係 諸 法 令 に基 づいた学 費 返 還 規 程 が定 められ、公 開 されている。 A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 募 集 計 画 は担 当 者 会 議 で協 議 され、決 定 した募 集 人 数 で、優 良 な海 外 提 携 校 を中 心 に募 集

を行 っている。志 願 者 の中 から入 学 選 考 試 験 と書 類 審 査 により入 学 者 を決 定 している。面 接 調 査

および日 本 語 ・ 基 礎 学 力 調 査 は、オンラインで実 施 をしている。 

 

 

 

(13)財 務  

13.1 財 務 状 況 は、中 長 期 的 に安 定 している。 A 

13.2  予 算 ・ 収 支 計 画 の有 効 性 及 び妥 当 性 が保 たれている。 A 

13.3  適 正 な会 計 監 査 が実 施 されている。 A 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 施設への大型投資があったが、外部からの資金調達は行わず、自己資金により取得しており、財務状況は安定し

ている。決算については監事による監査を受け、理事会・評議員会で承認されている。 

 

 

(14)法 令 遵 守  

14.1 法 令 遵 守 に関 する担 当 者 を特 定 している。 A 

14.2  教 職 員 のコンプライアンス意 識 を高 めるための取 組 みを行 っている。 A 

14.3  個 人 情 報 保 護 のための対 策 をとっている。 A 

14.4  入 国 管 理 局 、関 係 官 庁 への届 出 、報 告 を遅 滞 なく行 っている。 A 



＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 本学園のコンプライアンス推進に関する規程に基づき運営しており、個人情報管理も情報セキュリティ規程に基

づいて行われており、これまでに不祥事の発生はない。入管庁への報告も遅滞なく行っている。 

 

(15)地 域 貢 献 ・ 社 会 貢 献  

15.1 
日 本 語 教 育 機 関 の資 源 ・ 施 設 を利 用 した社 会 貢 献 ・ 地 域 貢 献 を行 ってい

る。 
A 

15.2  学 生 ボランティア活 動 への支 援 を行 っている。 A 

15.3  公 開 講 座 等 を実 施 している。 B 

＊ 達 成 状 況 、課 題 、改 善 計 画 等  

 地域の中小企業の外国人財の日本語講座として「職場の日本語」講座を展開している。浜松国際交流協会とも

連携し、外国人財活躍支援を行なっている。 

地域のイベントに積極的に参加している。市民との交流を通し、日本語能力の向上のみならず、文化習慣の理

解と、自国の文化習慣の発信も同時に行なっている。 

浜松市内の中学生の取り組み「職業体験」では、毎年数名の生徒に多文化の体験と、日本語教師の仕事を体験

してもらっている。また、大学生の日本語教育実習の受け入れも行なっている。この活動も、継続して今後も行なっ

ていく予定である。 

 


